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ふくる通信
こらんしょふくしま 検索

「ふくる」とは…「福島に来る」と「福が来る」を掛け合わせた言葉です。福島市にお越しくださった皆さまに
	 「福」が「来る」事を祈るとともに、福島市の魅力をたくさん知っていただきたいと願います。

磐梯吾妻
スカイライン

　
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
高
湯
温
泉
と
土
湯
峠
を

結
ぶ
、全
長
二
八
・
七
km
の
山
岳
道
路
。吾
妻
連
峰
を
縫

う
よ
う
に
走
る
こ
の
道
は「
日
本
の
道
一
〇
〇
選
」に
選
ば

れ
る
ほ
ど
季
節
を
通
し
、美
し
い
景
色
や
絶
景
を
望
む
こ

と
が
で
き
る
福
島
市
屈
指
の
観
光
名
所
で
も
あ
り
ま
す
。

　
カ
ー
ブ
が
続
く
道
沿
い
に
は
森
林
や
草
原
、奇
石
が
数

多
く
点
在
し
、大
自
然
が
織
り
な
す
美
し
い
風
景
が
次
々

と
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。芥
川
賞
作
家
の
井
上
靖
氏
は
そ

の
風
景
の
素
晴
ら
し
さ
を「
日
本
一
」と
称
賛
。人
々
の
心

に
い
つ
ま
で
も
残
る
八
つ
の
名
勝
に
名
前
を
付
け「
吾
妻

八
景
」を
創
り
上
げ
ま
し
た
。こ
の
八
景
に
立
つ
と
自
然

の
美
し
さ
や
雄
大
さ
に
圧
倒
さ
れ
、人
は
自
然
の
中
で
は

無
力
だ
と
感
じ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　「
雲
の
上
を
走
る
道
」と
表
現
さ
れ
る
磐
梯
吾
妻
ス
カ

イ
ラ
イ
ン
。福
島
市
街
地
か
ら
一
時
間
三
十
分
ほ
ど
車
を
走

ら
せ
れ
ば
一
気
に
標
高
一
、六
〇
〇
m
の
浄
土
平
へ
到
達
し

ま
す
。吾
妻
小
富
士
、一
切
経
山
、樋
沼
、東
吾
妻
山
に
囲
ま

れ
た
浄
土
平
周
辺
は
荒
涼
し
た
大
地
が
広
が
る
一
方
、少

し
足
を
進
め
る
と
高
山
植
物
や
湿
原
が
多
く
点
在
し
て
い

ま
す
。可
憐
な
花
々
と
普
段
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
植
物

た
ち
が
多
く
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。

　
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
が
最
も
に
ぎ
わ
う
季
節
は

秋
。県
内
屈
指
の
紅
葉
の
名
所
で
黄
色
や
赤
に
彩
ら
れ
た

美
し
い
絨
毯
が
一
眼
一
面
に
広
が
り
ま
す
。

　
春
か
ら
秋
と
限
ら
れ
た
季
節
に
の
み
大
自
然
と
い

う
大
き
な
扉
を
開
く
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
。昭
和

三
十
二
年
の
開
通
以
来
、多
く
の
人
々
を
魅
了
し
続
け
て

い
ま
す
。

　
今
回
は
、磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
の
歴
史
と
吾

妻
山
の
魅
力
を
辿
っ
て
参
り
ま
す
。

ゆ
る
や
か
な
斜
面
一
面
が
美
し
く
彩
ら
れ
る
。天
狗
の
庭
か
ら
吾
妻
小
富
士
を
望
む
。

春
か
ら
秋

　
限
ら
れ
た
時
を
大
自
然
と
と
も
に
楽
し
む

　
　
　
　
　
　
　  

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

浄
土
平
天
文
台

　
浄
土
平
は
磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
の
標
高
一
、六
〇
〇
m

の
高
地
に
位
置
し
、
周
辺
の
空
気
が
清
浄
で
光
害
も
少
な

い
こ
と
か
ら
、
天
文
愛
好
家
に
好
評
な
ス
タ
ー
ウ
ォ
ッ
チ

ン
グ
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　
直
径
五・
五
m
の
銀
色
に
輝
く
ド
ー
ム
型
の
屋
根
が
目

印
、
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
に
隣
接
す
る
施
設
が
浄
土
平
天

文
台
で
、
日
本
一
標
高
が
高
い
場
所
に
あ
る
天
文
台
と
し

て
も
有
名
で
す
。

　
口
径
四
十
cm
の
カ
セ
グ
レ
ン
式
反
射
望
遠
鏡
を
は
じ
め

太
陽
望
遠
鏡
な
ど
設
備
が
整
っ
て
お
り
、
一
階
展
示
室
に

は
模
型
や
隕
石
の
展
示
、
リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
太
陽
映
像
、

ア
ス
ト
ロ
犬
チ
ロ
座
像
な
ど
、
日
中
で
も
天
文
の
知
識
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
五
月
中
旬
か
ら
十
月
の
毎
週
水
・
土
曜
日
は
夜
間
開
館

も
行
わ
れ
、
夏
休
み
期
間
中
や
大
き
な
天
文
現
象
の
あ
る

時
な
ど
は
、
臨
時
で
の
夜
間
開
館
も
企
画
し
て
お
り
ま
す
。

福
島
県
浄
土
平
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

　
磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
中
間
地

点
、
浄
土
平
に
あ
る
福
島
県
で
い
ち
ば

ん
空
に
近
い
標
高
一
、六
〇
〇
m
の
天

空
の
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
。
一
階
の
シ
ョ
ッ

プ
「
ア
ヴ
ィ
ス
の
森
」
で
は
ふ
く
し
ま

の
銘
菓
、
全
国
新
酒
鑑
評
会
で
五
年
連

続
日
本
一
の
ふ
く
し
ま
の
お
酒
、
県
産

食
材
を
使
用
し
た
こ
だ
わ
り
の
六
次
化

商
品
、
郷
土
玩
具
な
ど
を
取
り
揃
え
て

お
り
ま
す
。
一
階
フ
ー
ド
コ
ー
ナ
ー
「
ノ
ー
バ
」
で
は
浄
土

平
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
や
ご
当

地
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
、
メ
ン
チ
カ
ツ
な
ど
お
楽
し
み
い
た
だ
け

ま
す
。
ま
た
、
二
階
レ
ス
ト
ラ
ン
「
サ
ペ
レ
吾
妻
」
で
は
、

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
人
気
No.1
メ
ニ
ュ
ー
の
会
津
名
物
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼
や
A5
ラ
ン
ク
福
島
牛
の
ロ
ー
ス
ト
ビ
ー
フ
丼
、
川
俣
シ
ャ

モ
の
ふ
わ
と
ろ
親
子
丼
な
ど
県
産
食
材
に
こ
だ
わ
っ
た
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
お
り
ま
す
。
雄
大
な
景
色
を
眺
め
な
が

ら
ふ
く
し
ま
の
「
美
味
い
も
ん
」
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
吾
妻
小
富
士
や

一
切
経
山
、
五
色
沼
な

ど
を
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
す

る
際
の
拠
点
と
し
て
絶

好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

【T　E　L】0242−64−2100
	 （冬期間	080−1856−9482）
【F　A　X】0242−64−2100
	 （冬期間	024−525−4097）
【E -m a i l】joudodaira@mopera.net
【営業期間】4月上旬～11月中旬
【営業時間】9：00～16：30

【開館期間】4月上旬～11月中旬
【開館時間】10:00～17:00
【夜間開館】毎週水・土曜日（雨天・曇天中止）
	 （4月上旬～5月中旬・11月）休館
	 （5月中旬～5月末・9月・10月）19:00～21:00
	 （6月～8月）20:00～22:00
【臨時開館】	観光イベント開催日及び大きな天文現象時
【休	館	日】	毎週月曜日（但し月曜日が祝日の場合は開館し、

その日以降の祝日でない日を休館日とする。）
【T　E　L】0242−64−2108（開館期間中）

浄
土
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

　
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
自
然
公
園
（
国
立
・
国

定
公
園
な
ど
）
を
訪
れ
た
み
な
さ
ん
（
ビ
ジ
タ
ー
）

に
対
し
て
、
公
園
の
自
然
を
わ
か
り
や
す
く
展
示
・

解
説
し
、
野
外
の
自
然
と
じ

か
に
接
す
る
き
っ
か
け
を

つ
く
っ
て
い
た
だ
く
た
め

の
施
設
で
、
平
成
三
年
に

建
設
さ
れ
、
平
成
二
十
九

（
二
〇
一
七
）
年
八
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
を

い
た
し
ま
し
た
。

　
館
内
に
は
模
型
や
映
像
、

パ
ネ
ル
写
真
、
実
物
な
ど

を
展
示
し
、
訪
れ
た
季
節

の
花
々
や
見
ど
こ
ろ
、
散

策
の
注
意
点
な
ど
の
情
報

が
分
か
り
ま
す
。
ま
た
、

自
然
観
察
会
、
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
な
ど
の
行
事
も
随
時

行
っ
て
い
ま
す
。

　
展
示
室
で
は
、
散
策
・

登
山
コ
ー
ス
ご
と
に
見
ど

こ
ろ
や
成
り
立
ち
等
を
わ

か
り
や
す
く
解
説
し
て
お

り
、ま
た
「
森
の
本
屋
さ
ん
」

の
名
で
親
し

ま
れ
る
売
店

コ
ー
ナ
ー
も

あ
り
、
ネ
イ

チ
ャ
ー
グ
ッ

ズ
や
本
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
登

山
記
念
バ
ッ

ジ
な
ど
を
販

売
し
て
い
ま

す
。

【開館期間】4月上旬～11月中旬
【開館時間】9：00～16：00
【休	館	日】11月中旬～4月上旬
【入	館	料】無料
【T　E　L】0242−64−2105
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（3） （2）

　
福
島
県
道
七
〇
号
福
島
吾

妻
裏
磐
梯
線
、通
称
：
磐
梯
吾

妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン（
以
下
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
）は
、福
島
市
西
方
の
高

湯
温
泉
と
土
湯
峠
を
結
ぶ
、全

長
二
八
・
七
㎞
の
山
岳
道
路
。

最
高
標
高
一
、六
二
二
m
、平
均

標
高
一
、三
五
〇
m
の
吾
妻
連

峰
を
縫
う
よ
う
に
走
る
道
は
、

カ
ー
ブ
を
曲
が
る
ご
と
に
変
化

に
富
ん
だ
景
色
が
展
開
し
、ま

る
で
雲
上
の
楽
園
を
駆
け
抜
け

る
よ
う
で
す
。

　
も
と
も
と
吾
妻
山
一
帯
は
、

山
霊
の
宿
る
山
と
し
て
福
島
、

会
津
地
方
の
人
々
か
ら
崇
拝

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、狩
猟

を
行
っ
た
り
、農
耕
や
飲
水
に

欠
か
せ
な
い
大
切
な
水
を
提
供

し
て
く
れ
る
大
事
な
場
所
と
し

て
敬
わ
れ
て
い
ま
し
た
。そ
の

た
め
、吾
妻
山
の
雄
大
な
景
観

を
、さ
ら
に
多
く
の
人
に
親
し

ん
で
も
ら
い
た
い
と
い
う
努
力

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
開
通
を
夢
見

た
男
の
一
人
に
、吾
妻
山
の
麓

に
あ
る
微ぬ

る

ゆ

温
湯
温
泉
で
旅
館

を
経
営
し
て
い
た
二
階
堂
伊
蔵

氏
が
い
ま
す
。伊
蔵
氏
は
明
治
八

（
一
八
七
五
）年
信
夫
郡
水
保

村（
現
福
島
市
桜
本
）に
生
ま

れ
ま
し
た
。東
吾
妻
地
区
の
山

道
が
ほ
と
ん
ど
整
備
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
を
憂
い
た
伊
蔵
氏
は

山
中
に
入
り
、か
つ
て
修
行
者

の
往
来
し
て
い
た
道
を
大
正
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
、一
人
で

修
復
し
ま
し
た
。ま
た
、吾
妻
山

の
自
然
を
大
勢
の
人
に
紹
介

し
た
い
思
い
で
登
山
道
の
開
拓

を
始
め
ま
し
た
。と
も
に
同
じ

夢
を
持
ち
続
け
た
米
沢
市
出

身
の
画
家
計け

い
み
と
う
ざ
ん

見
東
山
氏
や
水

保
村
村
長
を
務
め
た
佐
久
間

新
七
氏
な
ど
と
と
も
に
、大
正

七（
一
九
一
八
）年
に
は
、私
財
を

投
げ
出
し
て
吾
妻
山
山
中
の
自

動
車
道
開
発
を
計
画
し
、吾
妻

山
の
国
立
公
園
の
指
定
も
目

指
し
ま
し
た
。そ
の
と
き
は
自

動
車
道
の
計
画
は
実
現
さ
れ
ま

せ
ん
で
し
た
が
、伊
蔵
氏
は
磐

梯
吾
妻
有
料
道
路（
現
ス
カ
イ

ラ
イ
ン
）開
発
の
有
効
性
を
説

い
た
先
駆
者
と
な
り
ま
し
た
。

　
戦
前
か
ら
吾
妻
山
の
自
然

を
多
く
の
人
に
紹
介
し
た
い

と
い
う
活
動
が
続
け
ら
れ
、終

戦
で
荒
廃
し
た
都
市
や
、人
々

の
心
を
癒
し
た
大
自
然
で
あ

る
吾
妻
連
峰
は
、昭
和
二
十
五

（
一
九
五
〇
）年
に「
磐
梯
朝
日

国
立
公
園
」に
指
定
さ
れ
、こ
れ

を
契
機
に
吾
妻
山
の
山
岳
道

路
開
通
が
具
体
性
を
帯
び
ま

し
た
。

　
昭
和
三
十
四（
一
九
五
九
）

年
十
一
月
五
日
に
開
通
し
た
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
は
、道
路
の
最
高

標
高
一
、六
二
二
m
を
走
る
自

動
車
道
路
と
し
て
全
国
初
、東

北
地
方
の
山
岳
観
光
有
料
道

路
の
草
分
け
と
し
て
誕
生
し

ま
し
た
。開
通
当
日
は
秋
晴
れ

に
恵
ま
れ
、関
係
者
一
、〇
〇
〇

名
、自
動
車
二
五
〇
台
、バ
イ

ク
五
〇
台
に
よ
る
大
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
ま
し
た
。小
説『
故

旧
忘
れ
得
べ
き
』で
第
一
回
芥
川

賞
候
補
に
な
っ
た
作
家
の
高
見

順
氏
は「
お
世
辞
を
抜
き
に
し

て
日
本
最
大
の
景
観
で
す
。私

は
各
地
の
風
景
を
見
て
い
ま
す

が
、こ
ん
な
雄
大
な
眺
望
は
初

め
て
で
す
。特
に
胸
を
打
っ
た
の

は
、浄
土
平
の
広
大
な
高
原
の

風
景
だ
っ
た
。い
か
に
も
東
洋

的
景
観
で
、わ
た
し
は
中
国
大

陸
の
砂
漠
に
来
た
よ
う
な
気
持

に
な
っ
た
。お
そ
ら
く
北
海
道

に
も
こ
ん
な
雄
大
な
景
観
は

な
い
で
し
ょ
う
。映
画
の
ロ
ケ
ー

シ
ョ
ン
に
は
も
っ
て
こ
い
の
場
所

だ
。箱
根
の
十
国
峠
な
ど
と
て

も
足
元
に
も
及
ば
な
い
。」（
昭

和
三
十
四
年
十
一
月
六
日
付
　

福
島
民
報
新
聞
）と
誉
め
称
え

ま
し
た
。

　
ま
た
開
通
式
に
先
駆
け
て
、

福
島
民
報
新
聞
社
が
提
唱
し

た
、大
自
然
を
広
く
ア
ピ
ー
ル

す
る
た
め
の
選
定
会
が
開
か

れ
、ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
絶
景
ポ

イ
ン
ト
を
芥
川
賞
作
家
・
井
上

靖
氏
が「
吾
妻
八
景（
白
樺
の

峰
、つ
ば
く
ろ
谷
、天
狗
の
庭
、

浄
土
平
、双
竜
の
辻
、湖う

み
み
と
う
げ

見
峠
、

天て
ん
ぷ
う
き
ょ
う

風
境
、国く
に
み
だ
い

見
台
）」と
命
名

し
、「
日
本
一
」と
評
し
ま
し
た
。

木
々
が
生
い
茂
る
森
、福
島
市

街
を
眼
下
一
面
に
見
下
ろ
す

こ
と
が
で
き
る
深
い
谷
と
高
い

小
特
集

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

橋
、遠
く
磐
梯
山
を
囲
む
よ
う

に
位
置
す
る
猪
苗
代
湖
、秋
元

湖
、小
野
川
湖
、桧
原
湖
の
四
つ

の
湖
の
眺
め
、そ
し
て
火
山
が

作
り
出
し
た
荒
涼
と
し
た
大

地
を
有
す
る
吾
妻
八
景
は
、現

在
で
も
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
見
ど

こ
ろ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
な
る

と
、自
動
車
が
道
路
交
通
の
主

役
に
な
り
、車
社
会
の
到
来
は
、

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
を
横
断

す
る「
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
」の
開
発

に
も
繋
が
っ
て
い
き
ま
す
。吾

妻
山
に
自
動
車
道
を
開
削
す

る
計
画
は
、福
島
県
の
福
島
土

木
事
務
所
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
。県
の
都
市
計
画
課
と
土
木

事
務
所
が
調
査
を
行
い
、現
在

の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の
土
湯
ゲ
ー

ト
で
あ
る
幕
川
温
泉
口
と
高

湯
ゲ
ー
ト
が
あ
る
高
湯
口
か

ら
昭
和
二
十
六（
一
九
五
一
）年

に
工
事
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

当
時
の
計
画
で
は
、幕
川
温
泉

ま
で
は
林
道
を
利
用
し
佐
原

口
旧
硫
黄
運
搬
馬
車
道
を
修

復
す
る
と
い
う
粗
末
な
も
の
で

し
た
が
、そ
の
後
昭
和
二
十
八

（
一
九
五
三
）年
に
、福
島
県
及

び
地
元
民
の
熱
意
か
ら
こ
の
事

業
が
道
路
公
団
に
引
き
継
が

れ
、開
削
が
加
速
し
ま
し
た
。

　
日
本
の
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

が
盛
ん
に
な
り
、交
通
が
鉄
道

か
ら
自
動
車
の
時
代
へ
突
入
し

た「
マ
イ
カ
ー
ブ
ー
ム
」と
、余
暇

を
利
用
し
て
娯
楽
を
楽
し
む
考

え
が
普
及
し
た「
レ
ジ
ャ
ー
ブ
ー

ム
」が
訪
れ
た
こ
と
に
よ
り
、ス

カ
イ
ラ
イ
ン
に
は
マ
イ
カ
ー
や
観

光
バ
ス
が
押
し
寄
せ
、か
つ
て
修

行
者
が
行
き
来
し
た
浄
土
平
で

は
ハ
イ
ヒ
ー
ル
を
履
い
た
女
性

た
ち
が
壮
観
な
景
色
を
楽
し
み

ま
し
た
。ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
開
通

時
に
予
想
さ
れ
て
い
た
赤
字
路

線
と
い
う
懸
念
を
は
ね
の
け
、

毎
年
順
調
に
交
通
量
を
増
や
し

て
い
き
ま
し
た
。利
用
車
が
年

間
二
十
万
台
を
越
え
、観
光
客

で
大
い
に
に
ぎ
わ
い
、福
島
観
光

の
収
入
源
と
な
り
ま
し
た
。

　
日
本
初
で
あ
る
山
岳
道
路

の
素
晴
ら
し
い
景
観
は
、当
時

世
間
の
注
目
を
浴
び
、昭
和

三
十
五（
一
九
六
〇
）年
七
月

に
は
小
林
旭
さ
ん
主
演
、浅
丘

ル
リ
子
さ
ん
が
ヒ
ロ
イ
ン
を
務

め
た
映
画「
渡
り
鳥
」シ
リ
ー

ズ
第
四
弾「
赤
い
夕
陽
の
渡
り

鳥
」が
上
映
さ
れ
、そ
の
撮
影

が
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。開
通
当
時
は
道
路
の
大

部
分
が
一
車
線
砂
利
道
で
土
埃

を
巻
き
上
げ
て
い
ま
し
た
が
、

昭
和
三
十
六（
一
九
六
一
）年
九

月
六
日
に
昭
和
天
皇
の
御
視

察
を
契
機
に
防
塵
処
理
が
始

ま
り
ま
し
た
。ま
た
、映
画
の
撮

ら
れ
た
同
じ
年
の
十
二
月
に

は
福
島
市
出
身
の
作
曲
家
・
古

関
裕
而
氏
作
曲
で
守
屋
浩
さ

ん
が
歌
っ
た「
花
の
ス
カ
イ
ラ
イ

ン
」と
い
う
レ
コ
ー
ド
も
発
売
さ

れ
ま
し
た
。そ
し
て
昭
和
四
十
八

（
一
九
七
三
）年
に
は
年
間
最

高
交
通
量
二
六
五
、〇
九
四
台

に
達
し
ま
し
た
。

　
昭
和
六
十
一（
一
九
八
六
）年

八
月
十
日
に
は
、建
設
省（
現

在
の
国
土
交
通
省
）に
よ
っ
て

制
定
さ
れ
た「
道
の
日
」を
記

念
し
て
一
九
八
六
年
と
翌
年

に
選
定
さ
れ
た「
日
本
の
道

一
〇
〇
選
」に
も
選
ば
れ
ま
し

た
。浄
土
平
に
あ
る
吾

妻
小
富
士
の
登
り
口

に
は
、記
念
碑
が
立
て

ら
れ
て
い
ま
す
。東
日

本
大
震
災
後
は
ラ
イ

ダ
ー
に
大
自
然
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
た
め

の
情
報
収
集
基
地「
ラ

イ
ダ
ー
ズ
ピ
ッ
ト
」を

浄
土
平
に
設
置
し
、

ツ
ー
リ
ン
グ
が
よ
り
楽

し
め
る
山
岳
道
路
に

な
り
ま
し
た
。

　
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
は
、

震
災
後
の
平
成
二
十
三

（
二
〇
一一
）年
七
月
か

ら
観
光
復
興
策
と
し
て
無
料

開
放
が
始
ま
り
、平
成
二
十
五

（
二
〇
一
三
）年
七
月
二
十
五

日
に
料
金
徴
収
期
間
が
満
了

と
な
り
、恒
久
的
に
無
料
に
な

り
ま
し
た
。

　
開
通
し
た
昭
和
三
十
四

（
一
九
五
九
）年
か
ら
、全
国
で

も
有
数
の
自
然
景
観
を
誇
る

磐
梯
朝
日
国
立
公
園
内
に
位

置
す
る
観
光
道
路
と
し
て
、新

緑
か
ら
紅
葉
ま
で
様
々
な
景
観

美
を
楽
し
ま
せ
、県
内
外
か
ら

訪
れ
る
多
く
の
観
光
客
を
魅
了

し
て
き
ま
し
た
。山
岳
道
路
ス

カ
イ
ラ
イ
ン
は
、こ
れ
か
ら
も
日

本
一
壮
大
な
眺
望
で
お
客
様
を

楽
し
ま
せ
続
け
ま
す
。

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

先
駆
者
た
ち

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

誕
生

車
社
会
の
到
来
と

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

娯
楽
と
し
て
の
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
の

魅
力
と
こ
れ
か
ら

昭和天皇陛下視察
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「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
セ
プ

ト
が【
天
空
の
自
然
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
変
わ
り
ゆ
く
大
地
を
楽
し
む
】

と
い
う
も
の
で
、大
き
な
テ
ー
マ

を
四
つ
に
分
け
て
作
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
は
浄
土
平
周
辺
の
事
、一
切

経
山
の
事
、鎌
沼
の
コ
ー
ス
の
事
、

あ
と
は
湿
原
関
係
。こ
の
四
つ
の

テ
ー
マ
に
基
づ
い
た
展
示
で
紹

介
を
し
て
い
ま
す
。ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
は
情
報
提
供
の
場
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、市
内
外
か
ら
初

め
て
来
た
方
に
色
々
知
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
。こ
こ
の
利
用
者
は
観

光
客
の
方
と
登
山
客
が
半
々
く

ら
い
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。震
災

後
通
行
無
料
に
な
っ
た
事
も
大

き
い
で
す
ね
」

「
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
自
体
が
良

く
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う

か
、そ
う
い
う
所
が
あ
る
と
思
う

ん
で
す
よ
ね
。単
な
る
展
示
場
だ

と
思
わ
れ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
ん
で

す
け
れ
ど
も
、そ
う
で
は
な
く
て
、

も
っ
と
関
係
団
体
と
も
連
携
し

て
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
は
こ
う
い

う
も
の
だ
っ
て
い
う
の
を
広
め
て

行
か
な
い
と
、う
も
れ
て
行
き
そ

う
な
気
が
し
ま
す
」

「
こ
の
施
設
は
午
前
九
時
か
ら
午

後
四
時
ま
で
で
す
が
、職
員
が
午

前
八
時
十
分
ご
ろ
ま
で
に
は
上

が
っ
て
き
ま
す
。ト
イ
レ

が
二
カ
所（
つ
ば
く
ろ

谷
と
酸
ヵ
平
）あ
り
ま

す
が
、そ
こ
の
掃
除
も

し
な
が
ら
上
が
っ
て
き

て
、あ
と
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス

が
開
け
ば
そ
こ
の
ト
イ

レ
も
掃
除
し
て
、場
内

の
ゴ
ミ
拾
い
。後
は
班

長
の
指
示
で
木
道
の

修
理
と
か
草
刈
り
と
か
。一
日
こ

ん
な
形
で
動
い
て
ま
す
。主
に
環

境
美
化
で
す
ね
」

「
私
は
猪
苗
代
町
の
出
身
な
ん
で

す
が
、
県
庁
所
在
地
で
あ
り
な
が

ら
活
気
が
足
り
な
い
か
な
、
と
。

た
だ
、
人
々
は
の
ん
び
り
し
て
ま

す
よ
ね
。
若
い
人
た
ち
も
お
年
よ

り
も
総
じ
て
お
っ
と
り
し
て
い
る

よ
う
に
見
え
ま
す
。
あ
と
自
然
環

境
は
良
い
と
思
い
ま
す
。
観
光
地

化
さ
れ
て
い
る
自
然
公
園
と
は

違
っ
て
浄
土
平
は
山
の
荒
々
し
さ

と
か
も
残
っ
て
い
る
の
で
。
そ
れ

が
新
幹
線
停
車
駅
か
ら
車
で
一
時

間
も
か
か
ら
な
い
で
見
れ
る
っ
て

い
う
の
も
魅
力
で
す
ね
」

「
私
ど
も
の
考
え
で
は
、自
然
を

手
つ
か
ず
の
ま
ま
後
世
に
残
し
た

い
っ
て
い
う
の
が
正
直
な
気
持
ち

で
は
あ
り
ま
す
が
、そ
れ
は
私
ど

も
だ
け
で
で
き
る
問
題
で
は
な
く

て
、山
岳
会
の
方
々
や
各
団
体
の

方
に
も
お
願
い
し
て
人
材
育
成
を

し
た
い
ん
で
す
。そ
う
し
た
う
え

で
自
然
を
守
っ
て
い
き
た
い
。そ
の

橋
渡
し
を
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
で

や
り
た
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
」

「
統
計
は
取
っ
て
い
ま
せ
ん
が
結
構

多
い
で
す
ね
。毎
日
一
人
か
二
人
は

見
ま
す
。休
日
で
す
と
、先
日
は
台

湾
か
ら
団
体
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、

登
山
よ
り
も
観
光
目
的
の
方
が
多

い
で
す
。今
回
の
リ
ニュ
ー
ア
ル
の
時

に
英
語
表
記
の
他
に
も
外
国
語

表
記
を
入
れ
る
こ
と
を
考
え
た
の

で
す
が
あ
ま
り
に
文
面
が
多
く
な

り
す
ぎ
て
し
ま
う
の
で
…
無
理
だ

な
、と
。特
に
、こ
こ
は
車
を
降
り

れ
ば
季
節
の
高
山
植
物
な
ど
が
す

ぐ
に
見
れ
ま
す
か
ら
。な
か
な
か

こ
う
い
う
と
こ
ろ
は
無
い
の
で
ね
。

本
当
に
良
い
場
所
な
の
で
も
う
少

し
発
信
す
る
手
段
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
」

「
ま
ず
ル
ー
ル
を
守
っ
て
ほ
し
い
。こ

こ
は
特
別
保
護
区
な
の
で
、入
っ

て
ほ
し
く
な
い
所
に
は
ロ
ー
プ
を

張
っ
た
り
し
て
い
る
の
で
す
が
、例

え
ば
写
真
を
撮
り
た
い
っ
て
方
が

踏
み
込
ん
で
し
ま
っ
て
、そ
こ
に
苔

が
あ
っ
て
踏
み
つ
ぶ
し
て
し
ま
っ

た
と
し
た
ら
そ
の
苔
は
一
年
二
年

じ
ゃ
再
生
し
な
い
ん
で
す
よ
。そ

う
い
う
貴
重
な
も
の
が
多
い
の
で

ル
ー
ル
だ
け
は
守
っ
て
ほ
し
い
で

す
ね
。最
近
はSN

S

で
映
え
る
よ

う
な
写
真
を
撮
り
た
い
っ
て
方
も

多
い
で
す
が『
大
事
な
も
の
な
ん

だ
』っ
て
こ
と
を
皆
さ
ん
に
理
解

し
て
ほ
し
い
ん
で
す
。皆
さ
ん
の

財
産
な
ん
だ
っ
て
意
識
を
も
っ
と

持
っ
て
ほ
し
い
で
す
。」

「
ま
ず
浄
土
平
天
文
台
の
成
り

立
ち
か
ら
お
答
え
し
ま
す
。四
十

年
ほ
ど
前
に『
星
空
の
招
待
』と

い
う
全
国
的
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
て
い
ま
し
て
、そ
の
主
催
会
場

が
浄
土
平
で
し
た
。十
年
く
ら
い

続
い
た
イ
ベ
ン
ト
で
し
た
が
一
度

節
目
を
付
け
て
終
わ
ら
せ
て
、し

か
し
そ
れ
を
軸
に
全
国
に『
星
ま

つ
り
』が
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
の
時
、浄
土
平
で
は
星
ま
つ
り

は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、

せ
っ
か
く
実
績
も
あ
る
し『
誰
が

来
て
も
星
を
見
ら
れ
る
場
所
を

作
る
べ
き
で
は
な
い
か
』と
い
う
話

が
上
が
り
ま
し
て
、そ
こ
で
地
元

の
福
島
天
文
同
好
会
な
ど
の
メ

ン
バ
ー
の
方
々
で
話
し
合
っ
て『
な

ら
ば
天
文
台
を
つ
く
ろ
う
か
』と

言
う
話
に
ま
と
ま
り
ま
し
た
。な

の
で
、き
っ
か
け
は『
星
空
へ
の
招

待
』で
す
ね
。役
割
と
致
し
ま
し

て
は
、私
は『
星
を
見
る
』と
い
う

事
は
生
涯
学
習
の
側
面
か
ら
見

て
も
環
境
問
題
の
側
面
か
ら
見

て
も
非
常
に
大
事
な
事
と
と
ら

え
て
い
ま
す
。何
せ
、銀
河
系
に
は

二
千
億
個
の
恒
星
が
あ
り
ま
す

け
れ
ど
も
、地
球
人
の
よ
う
な
知

的
生
命
体
が
存
在
し
て
い
る
惑

星
と
い
う
の
は
非
常
に
珍
し
い
。

そ
う
い
う
所
ま
で
思
考
を
深
め
て

天
体
観
測
し
て
頂
け
る
と
天
文

台
と
し
て
の
存
在
意
義
も
大
き

い
と
思
い
ま
す
」

「
最
近
、ロ
ー
カ
ル
新

聞
や
雑
誌
等
メ
ディ
ア

に
露
出
す
る
機
会
が

増
え
ま
し
た
。そ
う
い

う
も
の
で
見
た
よ
、と

言
っ
て
く
れ
る
方
が
多

く
な
り
ま
し
た
。浄
土

平
の
星
空
は
と
て
も

綺
麗
な
の
で
、見
ら
れ

る
機
会
を
作
っ
て
、ま

た
来
た
よ
、と
言
っ
て
く
れ
る
リ

ピ
ー
タ
ー
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し

て
、そ
う
い
う
方
は
だ
い
ぶ
地
元
に

も
溶
け
込
み
つ
つ
あ
る
か
な
、っ
て

印
象
で
す
」

「
し
か
し
一
番
強
調
し
た
い
の
は
、

公
開
天
文
台
っ
て
言
わ
れ
る
天
文

台
は
日
本
全
国
に
あ
れ
ど
、そ
の

中
で
浄
土
平
は
一
番
標
高
が
高
い

場
所
に
あ
る
と
い
う
事
で
す
。だ

か
ら
日
本
で一
番
星
の
見
え
る
天

文
台
な
の
で
す
。そ
の
日
本
一っ
て

い
う
の
を
も
っ
と
活
用
し
て
い
き

た
い
。福
島
自
体
の
P
R
に
も
な

り
ま
す
ね
」

「
こ
こ
は
窪
地
に
な
っ
て
い
る
の

で
光
が
入
ら
な
い
。逆
に
頂
上
に

行
っ
ち
ゃ
う
と
光
が
届
か
な
い
、

そ
れ
で
も
街
の
明
か
り
が
入
っ

て
き
て
し
ま
う
時
が
あ
っ
て
…
そ

う
い
う
環
境
問
題
を
考
え
る
の

に
も
天
文
台
の
意
義
が
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。天
文
台
の
将
来

と
し
て
は
日
本
一の
地
の
利
を
生

か
し
て
、そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
施

設
を
作
る
事
。そ
う
す
れ
ば
自
然

と
お
客
さ
ん
が
来
る
だ
ろ
う
し
、

観
光
に
対
し
て
も
飛
躍
す
る
。今

が
チ
ャ
ン
ス
だ
と
思
い
ま
す
。こ

れ
だ
け
自
然
回
帰
が
若
い
人
の

中
で
も
定
着
し
て
い
る
。ア
ウ
ト

ド
ア
の
楽
し
み
方
も
多
様
化
し

て
い
る
中
で
星
を
見
る
っ
て
い
う

の
も
一つ
の
ス
タ
イ
ル
な
の
で
。あ

と
は
、日
本
全
国
色
ん
な
星
の
ス

ポ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、

県
庁
所
在
地
の
、新
幹
線
停
車

駅
の
市
内
か
ら
一
時
間
弱
で
上

が
っ
て
来
ら
れ
る
と
い
う
所
も
利

点
で
す
。そ
う
い
っ
た
と
こ
ろ
が

生
か
し
き
れ
て
な
い
の
で
将
来
的

に
は
立
地
条
件
を
活
用
で
き
れ

ば
と
」

「
五
、六
年
位
前
に
は
ド
イ
ツ
の

自
然
愛
好
家
の
方
々
が
東
北
で

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
の
旅
を
し

て
い
て
、そ
こ
で
だ
れ
か
吾
妻
山

を
案
内
し
て
く
れ
な
い
か
っ
て
オ

フ
ァ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。そ
こ
で

こ
の
辺
一
帯
を
案
内
し
た
こ
と

が
あ
り
ま
し
た
。こ
の
辺
は
春
か

ら
夏
に
か
け
て
ウ
グ
イ
ス
が
多
い

ん
で
す
よ
。ド
イ
ツ
で
は
ウ
グ
イ

ス
が
珍
し
い
ら
し
く
て
。非
常
に

喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
ね
。後
は
市

内
で
英
語
教
師
を
し
て
い
る
方

が
多
い
で
す
ね
。あ
と
観
光
で
来

た
外
国
人
っ
て
い
う
の
は
バ
ッ
ク

パ
ッ
カ
ー
風
の
親
子
連
れ
で
キ
ャ

ン
プ
し
て
周
っ
て
い
る
っ
て
人
が

結
構
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。そ
う

い
う
人
が
キ
ャ
ン
プ
場
を
使
っ
た

り
、高
湯
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

利
用
し
て
登
山
を
し
た
り
。そ
う

い
う
ア
ウ
ト
ド
ア
を
楽
し
み
た

い
っ
て
い
う
ニ
ー
ズ
は
外
国
人
観

光
客
に
も
あ
る
の
で
。逆
に
、温

泉
を
楽
し
み
た
い
っ
て
い
う
よ
う

な
、東
南
ア
ジ
ア
系
の
方
々
は
夜

に
来
る
っ
て
こ
と
は
あ
ま
り
な

い
で
す
ね
。欧
米
系
の
ア
ウ
ト
ド

ア
の
方
々
が
多
い
で
す
ね
」

浄
土
平
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

由
井 

昇 

所
長 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

浄
土
平
天
文
台

豊
島 

直
紀 

台
長 

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

Q
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を

教
え
て
く
だ
さ
い

Q
一
日
の
仕
事
の
流
れ
は

Q
天
文
台
の
役
割
と
は
？

Q
地
元
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
？

Q
外
国
人
観
光
客
は
お
見
え
に

な
り
ま
す
か
？

福
島
市
内
で
も
星
空
と
い
う
と

浄
土
平
っ
て
印
象
で
す
か
ら
ね

高
い
と
こ
ろ
に
あ
る
っ
て
こ
と
は

そ
れ
だ
け
地
上
の
光
も
入
っ
て
来

な
い
で
す
よ
ね

Q
福
島
市
の
印
象
を
教
え
て
く

だ
さ
い

Q
外
国
人
観
光
客
は
お
見
え
に

な
り
ま
す
か
？

Q
皆
様
に
伝
え
た
い
こ
と
な
ど

は
あ
り
ま
す
か

Q
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー
だ
と
福
島

の
地
元
と
の
関
わ
り
も
深
い

と
思
う
ん
で
す
が

Q
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
と
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン
タ
ー

は
密
接
し
た
も
の
だ
と
思
い
ま
す

が
、行
楽
シ
ー
ズ
ン
で
お
客
様
が
増

え
た
り
す
る
と
当
然
ビ
ジ
タ
ー
セ
ン

タ
ー
に
も
影
響
は
大
き
い
で
す
か
？

高山植物		ネモトシャクナゲ

高山植物		イワカガミ



女沼

磐梯吾妻スカイラインは、昭和34年11月5日に開通しました。「吾妻八

景」はそれに先立つ10月に福島民報社が選定し、作家・井上靖氏が命

名したものです。

115

115

115

459

吾妻小富士

一切経山

箕輪山

♨
野地温泉

幕川温泉♨

♨赤湯温泉

♨
鷲倉温泉

♨新野地温泉

♨
土湯温泉 

横向温泉♨

●箕輪スキー場

●西田記念館・
　アンナガーデン

サンスカイつちゆ
●

つつじ山公園●

ヒメサユリの里●

土湯トン
ネル

あづま総合運動公園
2020東京オリンピック会場
（野球・ソフトボール）

●

四季の里
●

桶沼

五色沼

鳥子平

高湯ゲート

土湯ゲート

高
湯
温
泉
♨

至仙台

福島飯坂
I.C

福島西
I.C

至東京

♨岳温泉

至沼尻

至
レ
ー
ク
ラ
イ
ン
経
由

　
　
　
　裏
磐
梯
・
五
色
沼

至猪苗代

東
北
自
動
車
道

フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン

吾妻小舎
斎藤茂吉 歌碑

飯坂温泉♨

4

13

福
島
駅

白樺の峰

国見台

天風境

天狗の庭

高湯ゲートまで
飯坂I.Cから30分
福島西I.Cから30分

つばくろ谷

不動沢橋
無料休憩所

双竜の辻

湖見峠

浄土平

道の駅つちゆ

浄土平
レストハウス

A

C

D

B

スカイライン
最高地点1,622m

男沼

不動滝
磐梯吾妻スカイラインの手前、高湯不動
滝遊歩道を進むと木々の間を落差30m
に渡って落ちる不動滝があります。

　吾妻の駅
●ここら

●不動滝

道の駅つちゆ
福島県で一番最初にできた道
の駅。山の恵みを生かした食
堂のメニューや地元ならでは
のお土産をそろえている。自然
観察しながら森林浴が楽しめ
る遊歩道も整備されている。

民家園
県北の古民家を当
時の建築様式のま
ま復元した郷土の
森。農具、生活道具
など民俗資料の展
示も行っています。

土湯ゲートまで

福島西I.Cから40分

びっき沼
「びっき」とは方言でカエルのこ
と。福島市の天然記念物第一号
に登録されたモリアオガエルの
生息地です。築100年以上の古
民家カフェもそばにあります。

びっき沼
●

❶

幕滝❼

姥ヶ原❸
❹

❺

❻

❷

鎌沼

酸
ヶ
平

2

3

4

5

7

6

8

1

吾妻の駅ここら
JAふくしまのファーマーズマーケット（直売所）です。大
型バス駐車場完備のため観光施設としても賑わいます。

フルーツライン
6月のさくらんぼから始まり、桃、梨、ぶどう、り
んごといった旬のくだもの狩りが楽しめ、新鮮な
くだものを直売所で購入することができます。

民家園
●

二輪車200円
乗用車500円
マイクロバス1,000円
大型バス2,000円

磐梯吾妻スカイライン
総延長28.7km

浄土平駐車場料金（2017年現在）

70

桶沼

吾妻小舎

ガレ場

浄土平レストハウス

至兎平

（
有
料
）

至鳥子平

至福島

浄土平天文台

浄土平湿原

磐
梯
吾
妻
ス
カ
イ
ラ
イ
ン

浄土平
ビジターセンター

A

B

吾妻小富士
1,707m
吾妻小富士
1,707m

吾妻小富士
吾妻山の最東端にある標高1,707mの山。浄土平よ
り15分ほどで火口壁を登ることができ、一切経山の
雄姿と浄土平の広大な景観を一望できます。また、
巨大な噴火口の縁を歩くと福島盆地、阿武隈山地、
安達太良連峰などの雄大なパノラマも楽しめます。

❶鳥子平…小さな湿原だが美しい自然が楽しめ野鳥の声も聞くことができます。
❷桶　沼…直径約100mの円形の湖岸線をもつ火口湖。桶沼の水はレストハウスなどで飲料水として用いられています。
❸姥ヶ原…シャクナゲ、チングルマ、イワカガミなど高山植物の宝庫。月光姥神は現世と来世の境に建てられている

と古来より言われています。

❹鎌　沼…鎌のような形をした小さな湖。周辺には湿原が広がり、めずらしい湿原植物を見ることができます。
❺酸ヶ平…鎌沼からしみこんだ水が湧き出て作られている小さな湿原。木道が整備されています。
❻五色沼…一切経山山頂から望める火口湖。その姿は神秘的で古くから雨乞いの対象として祟められてきました。

雪どけに見られる姿が魔女の瞳のように見えることから別名「魔女の瞳」と呼ばれています。

❼幕　滝…標高1,300mにある壮観な滝。荒々しく切り立った岩壁を約30mの高さから水が流れこみ、滝つぼは水し
ぶきが飛び霧が立ち込めているように見えます。

まだまだあります
！！

オススメポイント

桶沼散策コース（片道約30分）A
浄土平湿原の木道をとおって桶沼まで散策できます。

火口を1周するとさらに約1時間ほどかかります。

かわいらしい高山植物をたくさん見ることができます。

B

C

吾妻小富士登頂コース（片道約20分）

鎌沼散策コース（片道約55分）

山頂からの眺めは絶景。登山道ですので、適した
格好で登頂ください。

D一切経山登頂コース（片道約1時間20分）

一切経山
1,948.8m

五色沼

鎌
沼

浄土平レストハウス

浄土平天文台

浄土平

酸ヶ平湿原

至東吾妻山

至
谷
地
平

お
花
畑

浄土平ビジターセンター
蓬萊山
1,802m
蓬萊山
1,802m

C

D

（
有
料
）

25分

40分

30分

40分

15分

30分7分

5分

15
分

5分

5分 10分

20分

10分

40分

（有料）
（自然公園財団）

浄土平周辺浄土平周辺浄土平周辺浄土平周辺

吾妻八景

斎藤茂の歌碑
五日ふりし

雨はるるらし山腹の
吾妻のさぎり
天のぼりみゆ

桶沼畔には、大正5年に吾妻山を訪れた茂

が宿泊先の高湯温泉で詠んだ歌が刻まれ

ている歌碑があります。雄大な吾妻山の景
色を切り取った歌で、高湯では雨に降られな

がらも、愉快な滞在をしたことが伺えます。

&磐梯吾妻スカイライン磐梯吾妻スカイライン磐梯吾妻スカイライン磐梯吾妻スカイライン

※噴気の影響により立入禁止区域が
　ありますので、ご注意ください。

A

B

C

D

桶沼散策
コース

吾妻小富士
登頂コース

鎌沼散策
コース

一切経山
登頂コース

浄土平駐車場からの
　　　　おすすめ散策コース

散策マップ散策マップ

8  国見台
会津盆地が遠望され井上靖氏が落
日時の景観を見て「壮麗な幻想交響
詩のフィナーレを奏でるようだ」と称え
た場所です。

7  天風境
紅葉の頃は、ブナの樹海の鮮やかな
色彩と一筋の白布のような幕ノ滝が
絶妙で一幅の絵を思わせます。

6  湖見峠
磐梯山を囲むように左から猪苗代
湖・秋元湖・小野川湖・桧原湖の4
つの湖を遠望できます。

5  双竜の辻
右に磐梯、左に安達太良の秀峰を展
望し、ふたつの峰を空で対峙する龍
に見立てて命名されました。

3  天狗の庭
大きな岩が点在し天狗が舞い遊ん
だという言い伝えにちなんだ景勝地
で斜面に美しい紅葉が広がる絶景
地です。

2  つばくろ谷（不動沢橋）
かつてイワツバメが飛び交ったことか
ら名づけられた渓谷。
開通当時は日本一の高所に架けら
れたコンクリート橋で、橋から眺める
紅葉は圧巻です。

（橋長：170m 橋下：約84m）

1  白樺の峰
白樺（正式にはダケカンバ）を主とし
た樹海が広がり左右には蔵王、安達
太良の連峰が展望できます。また眼
下には福島盆地の彼方に霊山が見
えます。

4  浄土平
一切経山と吾妻小富士に挟
まれた湿地帯で付近は高
山植物の宝庫。ここを起点
に吾妻小富士、一切経山、鎌沼、桶沼等へ散策が楽しめます。


